
JP 2014-227630 A 2014.12.8

10

(57)【要約】
【課題】
　ドレーンの設置、取外しをウエストでなくサイドの隙
間部分から行え、また下着が見えず体裁が良く、そして
前身頃が屈曲せず体幹の動きに順応でき拘束感などの精
神的苦痛が軽減できる病衣を提供する。
【解決手段】
　ズボン上部のサイドが分割されて前身頃と後見頃に分
かれ、前身頃（Ａ）のウエスト部の全幅に、面ファスナ
ー（１）が付けられ、後見頃（Ｂ）のウエスト部の中央
は、ゴム等の弾性体（６）で形成され、その両端の面フ
ァスナー（３，３）が、前身頃（Ａ）に折り重ねられ、
前身頃の面ファスナー（１）に両側から係着するように
なっていて、後見頃（Ｂ）の面ファスナー（３，３）と
前身頃（Ａ）の面ファスナー（１）とが係着した時、両
サイドの前身頃（Ａ）と後見頃（Ｂ）の隙間が、ドレー
ンＣの走行路として確保され、しかもこの隙間が、後見
頃（Ｂ）の両サイドのカバー片（４，４）によりカバー
されるようになっている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズボンの股部より上部がサイドで分割されて、前後の前身頃と後見頃に分かれており、
前身頃（Ａ）の上端ウエスト部の全幅に、面ファスナー（１）が付けられ、前身頃（Ａ）
の幅は後見頃（Ｂ）の幅よりかなり短く構成されていて、後見頃（Ｂ）のウエスト部の中
央には、ゴム等の弾性体（６）が使用されて伸縮できるように形成されていて、その両端
に付けられた面ファスナー（３，３）が、前身頃（Ａ）の側に折り重ねられ、前身頃のウ
エスト部の面ファスナー（１）に両側から貼り付きウエスト回りが形成されるようになっ
ていて、
　後見頃（Ｂ）の面ファスナー（３，３）と前身頃（Ａ）の面ファスナー（１）とが重ね
られて貼り付けられた時には、ウエストより下の両サイドの前身頃（Ａ）と後見頃（Ｂ）
の分割された隙間が、ドレーンＣの走行路として確保され、しかもこの隙間が、後見頃（
Ｂ）の両サイドに分割された隙間と同一長さのカバー片（４，４）によりカバーされるよ
うになっていることを特徴とする病衣。
【請求項２】
　後見頃（Ｂ）の分割されたサイドに付設したカバー片（４，４）は、面ファスナー（３
，３）と同一幅で下方に連続しており、内側の下端（４ｂ）がスリット（２，２）の始点
、すなわちズボン本体との分岐点まで前身頃の両サイドに連設されており、カバー片（４
，４）の外側自由端（４ａ）は、後見頃の面ファスナー（３，３）を前身頃（Ａ）の面フ
ァスナー（１）に重ね合わせて貼り付けられると、後見頃（Ｂ）と前身頃（Ａ）の分割さ
れた両サイドの隙間をカバーするように重ねられ、その重ねられた間がドレーン（Ｃ）の
走行路となることを特徴とする請求項１に記載の病衣。
【請求項３】
　前身頃（Ａ）のウエスト部が伸縮しないようになっていて、下着の不意の露出およびド
レーンの安定が保持されるようになっていることを特徴とする請求項１あるいは２に記載
の病衣。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に手術後のドレーン使用に適した病衣に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、消化器手術後において外因性感染のリスクが少ない閉鎖式ドレーンが使用される
ことが多くなっている。ドレーン（チューブ状）の素材は柔らかいので圧迫されて内腔が
容易に潰れ屈曲してしまう欠点を有する。ドレーンは、体内に貯留した消化液、膿、血液
やリンパ液、浸出液などの身体に余分となった水分などを体外に排出するために使用され
るもので、さらに、排出されたものを通して、術部の状態を観察、確認し、治癒を促し、
感染を早期に発見することに寄与するものです。
【０００３】
　病衣としては、上下に分かれた甚平型あるいは浴衣式のものが多いが、ドレーンが下腹
部に挿入された場合は、前者の甚平型はパンツのウエスト部分からドレーンを引き出す必
要があるのでドレーンが屈曲することが多い。浴衣式の場合はドレーンの屈曲は避けられ
るものの、ドレーンの出し入れに際しはだけてしまい体裁が悪く、また保温性の問題が存
した。
【０００４】
　ドレーンの屈曲を防ぐためには、排液バッグを装着しているときには、その位置に注意
する必要があり、そして寝返りや体位交換を行う場合、ドレーンが引っ張られたり、ねじ
れ・折れ曲がったり、身体の下敷きになって閉塞や圧迫されることがないように、ドレー
ンルートに注意する必要がある。そのためドレーンを挿入された患者は、屈曲を防ぐため
に行動が制限され精神的負担を感じている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２５６４９８号公報
【特許文献２】特開２０１１－２５６４９９号公報
【特許文献３】特開２０１１－２５６５００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　解決しようとする問題点は、甚平型の病衣はパンツのウエスト部分でドレーンが屈曲す
ることが多く、浴衣式の病衣はドレーンの出し入れの時に、はだけてしまい体裁が悪く、
また保温性の問題が存した。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、患者が寝返りや体位交換を行う場合にドレーンが屈曲しづらく、そしてドレ
ーンルートに注意する精神的苦痛を軽減できる病衣を提供することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の病衣は、ドレーンの設置及び取り外しの際に、ウエスト位置でなくサイドの隙
間部分から作業が行え、しかも隙間を少なくしてあるので、はだけて下着が見えてしまう
ことがなく体裁が良い。また、後見頃が大きくそして前身頃を伸縮しないようにしてある
ので、前身頃が屈曲しづらく体幹の動きに順応でき拘束感などの精神的苦痛が軽減できる
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、サイドの係止部を開いた状態の病衣の前見頃を示す展開正面図。
【図２】図２は、サイドの係止部を閉じた状態の病衣の前身頃を示す正面図。
【図３】図３は、病衣の後見頃を示す背面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図面に示す実施例に従って本発明を説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１、図２は、本発明の病衣の実施例の正面図である。
　図１は、上部において、前部とおしり部とが分離したズボンの後部を少し上にずらして
表してある病衣ズボンの展開正面図である。
　ズボン前部の上部である前身頃Ａの上端ウエスト部の全幅に、面ファスナー１が付けら
れており、その幅は後見頃Ｂの幅よりかなり短く構成されている。後見頃Ｂのウエスト部
の中央には、後述するゴム等の弾性体が使用されて伸縮できるようになっていて、その両
端に付けられた面ファスナー３，３が、前身頃Ａのウエスト部の面ファスナー１に重なり
貼り付くようになっている。
【００１２】
　後見頃Ｂの面ファスナー３，３と前身頃Ａの面ファスナー１とが重なり貼り付いた時に
は、前身頃Ａのウエストより下の両サイドのスリット２，２は、重なった後見頃Ｂとの間
で隙間となっていて、ドレーンＣの走行路が確保できるようになっている。
　後見頃Ｂの両サイドには、上端に面ファスナー３，３を有し、前記スリット２，２と同
一長さのカバー片４，４が、付設されており、面ファスナー同士を重ね合わされることで
その隙間もカバーされるようになっている。
【００１３】
　詳しくは、カバー片４，４は、面ファスナー３，３と同一幅となっていて、内側の下端
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４ｂがスリット２，２の始点、すなわちズボン本体との分岐点まで達して接続している。
このカバー片４，４は、面ファスナー（１と３，３）同士を重ね合わせて図２に示すよう
に貼り付けられると、カバー片の外側自由端４aが後見頃Ｂと前身頃Ａの合わせ目の隙間
をカバーするように重なり、これによって隙間より下着が見える不体裁がなくなる。
【００１４】
　病衣ズボンの足部の両側にポケット５，５を設けてあり、採液・採尿用のバッグを収納
できるようにしてある。したがって、ドレーンＣはサイドの隙間よりポケット５の採液バ
ッグに無理なく導かれるようになっている。この構成により。ドレーンＣを気にしないで
精神的負担なく歩行できる。
【００１５】
　図３は、後見頃Ｂを示す。ウエスト位置の中央部に約５割伸長するゴム等の弾性体６を
配置してあり、両端の面ファスナー３，３を前身頃Ａのウエストの面ファスナー１に貼り
付ける際に伸長できるようにしてある。この弾性部により患者のウエストにフィットする
ようにするとともに、面ファスナー１，１と面ファスナー３，３とが適度な緊張を持って
強度ある貼り付けが実現される。
　逆に前身頃の上部は、面ファスナーで伸縮しないようにしてある。伸縮しないようにし
たことにより、後見頃の両端の面ファスナーの係合を外しても、前身頃は縮まないので、
前身頃の両端より下着が露出するおそれがなく、またドレーンのずれを防ぐことができる
。
【００１６】
　本発明の病衣ズボンは、以上のように構成されているので、着用する時は、後見頃Ｂの
両端の面ファスナー３，３を弾性体６を適当に伸長させながら前側に回し、前身頃Ａの面
ファスナー１に貼り付ける。その際、面ファスナー３，３の下に連続しているカバー片４
，４が、前身頃Ａと後見頃Ｂとの両サイドの隙間を隠す。そしてこの隠れた隙間よりドレ
ーンＣが引き出せるようになっているので、隙間より下着が見えるようなことがない。
【００１７】
　ドレーンの設置及び取り外しの際に、ウエスト位置でなくサイドの隙間部分から作業が
行えるので、はだけて下着が見えてしまうことがなく体裁が良い。そして前身頃のウエス
トを伸縮しないように構成してあるので、ドレーンを安定して保持でき、さらには患者が
寝返りや体位交換を行う場合にも屈曲しずらく体幹の動きに順応できるようになっており
、患者のドレーンの着用による拘束感などの精神的苦痛が軽減できるようになっている。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明は、手術後にドレーンを使用する患者の病衣として最適である。
【符号の説明】
【００１９】
　Ａ　　病衣の前身頃
　Ｂ　　病衣の後見頃
　Ｃ　　ドレーン
　１　　面ファスナー
　２　　サイドスリット
　３　　面ファスナー
　４　　カバー片
　５　　ポケット
　６　　弾性体（ゴム）
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【図２】
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